
特定非営利活動法人 ウェル・クラフト 第１回理事会議事録 

 

１．日  時：２０１９年７月１７日（水） １８：００～１９：３０ 

 

２．場  所：特定非営利活動法人なごみ らいふふぃーるど７５３ ２Ｆ研修室 

（京都市伏見区竹田北三ツ杭町１７番地） 

 

３．出  席：理事総数：３名 

出席者数：３名（うち、書面表決者数：０名） 

本人出席者：平野功、中村里美、廣海格 

書面表決者：なし 

欠席者：なし 

オブザーバー出席者：なし 

 

４．審議事項：１．製造・販売事業 

２．ボランティア保険 

３．通常総会 

４．京都市への提出書類（７月１日必着） 

５．クラウドファンディング利用申し込みにあたっての整理事項 

６．介助者操作型電動車いすの認可を求める取り組み 

７．事業所設立の可能性 

８．今後の予定 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

１．製造・販売事業 

車いす用レインコート 

Koさんのレインコート型紙製作中 

Yoさんに生地の必要量を出してもらうよう依頼し、その連絡待ち 

新たに縫製先を捜していく 

車いす電動化ユニット 

電動スケボーを使用したものを開発中 

カバーの製作 

Taさんより肌触りの良い生地で枕等のカバー製作の依頼 

携帯用ヘッドレスト 

Uさんより車いす（レンタル）に取り付けられるヘッドレスト製作の依頼 



２．ボランティア保険 

会員については全員加入することを総会で確認 

まだの方の加入手続きを進める 

今後ウェル・クラフトに加入する会員にはボランティア保険・同意書のことを説明し、

ウェル・クラフト加入と同時に保険の加入手続きをする 

賛助会員については加入時に保険加入の意志を確認する 

 

３．通常総会 

出席：正会員総数 １５名中１４名 

現出席 ８名（岡、砂原、中村淳、中村里美、西田、畑本、平野功、廣海） 

書面表決者 ４名（竹下、辻、浜田、平野美都里） 

表決委任者 ２名（上野、徳満） 

賛助会員出席者数 ４名＋１団体中０名 

議案：全て全員異議なく承認した 

 

４．京都市への提出書類（７月１日必着） 

一部追加書類があったものの提出済み 

なお、理事の任期は定款で２年と定められているため、今年度の選任は必要なく、任

期は２０２０年６月末であることが判明 

 

５．クラウドファンディング利用申し込みにあたっての整理事項 

(１)ウェル・クラフトの概要（中村担当） 

議論済み 

(２)活動状況（平野担当） 

活動場所 

NPO法人なごみの１階を工房としてお借りしています。約25m2 ほどのスペースに

様々な工具や作業台があります。トイレや駐車場（要予約）もあります。 

活動日時 

火・金11：00～15：30 水 13：00～15：30 

自宅で作業が可能な方はいつでも構いません。 

作業内容 

①木工・金工作業（車いす用体重計・携帯用手動運転装置などの製作） 

②縫製作業（車いすユーザーのレインコートなど使いやすい製品の製作） 

③購入・運搬作業（ホームセンターなどでの材料の購入や運搬） 

④障害者の支援（移動や作業などでの支援） 

安全に気をつけながら、それぞれの方のできる作業を行っています。安心してお



気軽に活動に参加してください。 

(３)ウェル・クラフトの信頼、客観的評価・アピールポイント（平野担当） 

どこから信頼や評価を受けているか 

①京都新聞社社会福祉事業団の助成金を獲得したこと 

②製作過程に関わった人たち、ボランティアの人たちの写真を改めて撮って使う 

③工房以外での活動も掲載 

体重計やレインコートの納品先など 

移動を支援するものづくり 

マルチコプターや電動化ユニット 

支援者がいてもいなくても本人だけで楽に移動できるように 

２人乗り電動車いすの開発と認可に向けての取り組み 

移動介助を楽に楽しくするために 

認定NPO法人、まずは特例認定NPO法人の認定を受け、税制上の優遇措置を適用し

てもらえるようにする。 

Readyforの寄付型は寄付金控除が受けられる認定NPO法人などに限られる。 

認定が受けられるまで相談を続け、認定されてから開始する（要確認）。 

寄付型クラウドファンディングであれば企業にアピールしやすい。 

寄付型のお礼はお礼状や報告など低価格にすることができる。 

(４)クラウドファンディングを利用してしたい事、１との関連、合理性（廣海担当） 

ウェル・クラフトの移動手段として使うこともアピールする 

ウェル・クラフトが利用するときも料金を支払う 

他団体が利用するときも提供できるようにしたい 

誰もが主体性を持って社会に参加し、自己実現できるように 

(５)その他、今後法人の展開として考えていること 

言語化、写真での効果的なアピール 

 

６．介助者操作型電動車いすの認可を求める取り組み 

手動車いすと電動ユニットを縦に連結した当事者と介助者の２名が乗る電動車いす 

電動車いすが支給されない重度障害者の外出する機会を増やす 

２人乗り電動車いす（特に介助者操作型電動車いす）を認めてもらうための特区の提

案書作成 

共同提案参加を呼びかける 

NPO法人 なごみ 

居宅介護 夢どりーむ 

NPO法人 JCIL 

伏見区身体障害者団体連合会 小池さん 



洛和会 居宅介護支援事業所北花山(075-582-0776) 氏家（うじけ）さん 

社会福祉法人 イエス団 愛隣デイサービスセンター 井桁さん 

社会福祉法人 アイアイハウス 紫竹アイアイハウス 西脇さん 

NPO法人 ALIZE 

NPO法人 麗山 

NPO法人 京都頸髄損傷者連絡会 

NPO法人 京都難病連 

ALSの団体 

呼びかけ文書を作成する 

 

７．事業所設立の可能性 

総会で出された意見を参考にどう検討していくか 

 

８．今後の予定 

第２回理事会      ８／ ７日（水）１８：００～１９：３０ 

 

※下線部分は提案に対する補足や意見 

 

６．議事録署名人の選任に関する事項 

議事録署名人として中村里美、廣海格の２名を選任、承認した。 

 

 

 

 以上、この議事録が正確であることを証します。                                     

 

議    長  平野功       ㊞  

 

議事録署名人  中村里美      ㊞  

 

議事録署名人  廣海格       ㊞  


